平成 2 5 年 度 事業 実績 報告 ( 案 ) 


「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 設立 6 年 度目 で ある 平成 25 年 度 に お いて は 、 機 









































構 の 第 2 フェ ー ズ (H24~H26) の 中 間 年 で 復興 を 加速 する 年 と 位置 付け 、 成 
と 実績 を あげ る こと に 重点 を 置い て 部 会 活動 を は じ め と し た 各種 活動 を 展開 
Se 
事 業 内 容 
(1) 総会 の 開催 
開催 日 : 平成 25 年 6 月 24 日 (月 ) 
場所: ホテル メト ロ ポ リタ ン 盛 岡 ニ ュー ウイ ング 
内 容 : ア 平成 24 年 度 事業 報告 ( 案 ) 平成 25 年 度 事業 計画 ( 案 ) 

















イ ILC 誘 致 に 係る 経過 報告 及び 緊急 決議 採択 
ウ 講演 「 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ の 取組 に つい て 」 
講師 野田 智 義 氏 






































参加 者 : 約 110 名 


(2) ラ 
① 


ウン ド テ ー ブ ル の 開催 
第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 25 年 6 月 24 日 (月 ) 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
内 容 : ア 復興 教育 作業 部 会 の 設置 
イ 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 活動 状況 
参加 者 : 約 8 0 名 
第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 25 年 11 月 7 日 ( 木 ) 
場 所 : ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ イン グ 
内 容 : ア ディ スカ ッ シ ョ ン 「 も の づく り 企 業 の 今後 の 方 向 性 等 
つい て 」 
イ ディ スカ ッ ャ ショ ン 「I LC 誘致 に 向け た 課題 に つい て 」 
参加 者 : 約 3 0 名 
第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 26 年 3 月 17 日 (月 ) 
場 所 : 君 手 銀行 本 店 9 階 第 1 会 議 室 
内 容 : ア 各部 会 の 平成 25 年 度 の 活動 評価 と 平成 26 年 度 の 活動 
画 等 に つい て 
イ いわ て の ある べき 次 の 実現 に 向け た 県 民 運 動 の 推進 に 
いて 
参加 者 : 約 5 0 名 
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(3) 


企画 委員 会 の 開催 











活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 平 成 25 年 度 に あっ て は 、 委 員 会 を 
開い 

(4) 作業 部 会 の 開催 
新た に 、 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 と 復興 教育 作業 部 会 の 2 
部 会 を 設置 し 、 岩 災 復 興 に 向け た 機構 の 取組 を 強化 し た 。 








な お 、 観 光 作 業 部 会 に つい て は 平成 25 年 度 を も っ て 活動 を 終了 し た 。 

















































































































































































































部 会 名 (担当 機関 ) 平成 25 年 度 の 主 な 活動 実績 ・ 成 果 

産業 復興 作業 部 会 | ・ 部 会 関係 組織 の 実施 する 復興 支援 活動 等 の HP 掲載 

【 岩 手 大 学 】 ・ 被 災 企 業 訪問 及び 意見 交換 

医療 福祉 体制 作業 | ・ 学 会 等 で の 「 見 守り を 核 と する 1I CT を 活用 し た 生活 支援 

部 会 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 」 の 報告 ・ 発 表 

【 岩 手 県 立 大 学 】 | ・ 新 た な 研究 会 の 立ち 上 げ 

か け 橋 作業 部 会 | ・ 復 興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 に よる 

【 岩 手 県 】 マッ チン グ 165 件 (557 箇所 )、 情 報 発信 サイ ト 等 閲覧 数 
185, 350 回 、 交 流 会 13 回 ( 浴 岸 8 回 、 首 都 圏 5 回 ) 

観光 作業 部 会 H25 年 度 を も っ て 活動 終了 

【 岩 手 県 商工 会 議 

所 連合 会 








東北 未来 創造 た 


H25 年 度 新規 設置 


・ 人 材 育 成道 場 「 末 来 創 造 講 」 の 開講 ( 卒 塾生 22 名 ) 



















































































ティ 作業 部 会 

【 岩 手 銀行 】 ・ 公 開 フ ォ ー ラ ム の 実施 (釜石 市 、 大 船渡 市 )。 参加 者 約 100 
名 

復興 教育 作業 部 会 | H25 年 度 新規 設置 

【 岩 手 大 学 】 ・ 復 興 教育 文 援 の た め の 講 師 派遣 事業 「 い わ て の 師匠 派遣 事 
業 」 実 施 に 向け 、 講 師 リ スト の 作成 

※ 詳細 は 別冊 資料 の と お り 

(5) その 他 


機構 だ より の 発行 (4 回 )、 
「 買 うな らい わ て の も の 」 の ぼり の 貸 | 


知 協力 、 





ラウ ンド テー ブル メン バー の 退任 








第 3 回 ラウ ンド テー ブル を も っ て 、 藤 井 克 己 


た 
ーo 














各種 フォ ー ラ ム や セミ ナー 等 に 係る 後援 や 周 
な どの 事業 を 展開 し た 。 
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石 ゴー 





時 ) が 退任 され 





平成 26 年 度 い わ て 未来 づく り 機 構 活動 計画 ( 案 ) 


平成 26 年 度 は 機構 の 第 2 フェ ー ズ (概ね H24~H26) の 最終 年 と し て 、 県 民 運 動 


と 部 会 活動 等 に 取り 組み 、 成 果 を あげ る こと で 、 復 興 と その 先 に ある 希望 郷 い わ 
て の 実現 を 図る 。 
2 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図る た め 、 引 き 続 き 積 極 的 な 情報 発信 を 行う 





1 県 民 運 動 の 推進 
東日本 大 震 災 津波 か ら の 本 格 復興 と 、 希 望郷 いわ て を 実現 する た め に 、 機 構 会 
員 及 び 県 民 が 一 体 と な っ て 、 県 民 運 動 に 取り 組む 。 

※ 運動 の 内 容 に つい て は 、 平 成 25 年 度 第 3 回 の ラウ ンド テー ブル に お いて 決定 。 













































































県 民 運 動 主 な 取組 
2016 希望 卿 いわ て 国体 ・ 大 | ・ 各 種 媒体 を 活用 し た 周知 ・P R 
会 開催 に 係る 協力 ・ 花 いっ ぱい 運動 や クリ ー ン アッ プ 運 動 な ど へ の 参加 
・ 関 連 グ ッ ズ の 開発 、 販 売 




















ILC の 建設 実現 に 向け | ・ILC の 理解 増進 






























































た 取組 ・ 加 速 器 を は じ め と し た 関連 産業 の 産業 化 、 参 入 の 検討 
・ 関 係 各 所 に 対す る 日 本 誘致 に 係る 働き 掛け 

台湾 と の 定期 便 の 就航 ・ 総 会 や 印刷 物 等 で の 周知 ・PR 
・ 積 極 的 な 利用 (勧奨 ) 
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「 平 泉 世界 遺産 の 日 」 に 関 | ・1 
する 取組 


朱 に 関す る イベ ント や 講座 等 の 開催 ・ 参 加 












































2 各部 会 の 活動 
竹 作業 部 会 は 、 い わ て の 復興 と 未来 づく り に 向け 活動 を 行い 、 そ の 成果 を ラウ 
ンド テー ブル 、 会 員 及 び 県 民 に フィ ー ド バッ ク す る 。 






































部 会 名 【 担 当 機 関 】 平成 26 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 
産業 復興 作業 部 会 沿岸 企業 ・ 産 業 の 復興 支援 
【 岩 手 大 学 】 各種 コー ディ ネー ター の 組織 化 に 係る 課題 、 実 現 人 性 の 検討 











き 企 業 訪問 等 に よる 要望 調査 
医療 福祉 体制 作業 部 会 見 守り を 核 と し た 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 
岩手 県 立 大 学 】 呈 見 守り に 関す る 実態 調査 の 実施 


営 I CT 活用 ポー タル サイ ト の 構築 検討 




















































































































か け 橋 作業 部 会 復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 推進 
【 岩 手 県 】 宮 復 興 支援 マッ チン グ の 推進 
宮 復 興 関連 情報 の 発信 、 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 
東北 未来 創造 イニ シア テ | 人 材 育成 (地域 リー ダー の 養成 ) 

ィ ブ 作業 部 会 【 同 手 銀行 】 | 必 第 1 期 未 来 創造 塾生 22 名 に 対す る 継続 支援 




























































































































































































一 第 2 期 未来 創造 塾 の 開講 、 公 開 フ ォ ー ラ ム 等 の 開催 
復興 教育 作業 部 会 「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 推進 支援 
【 岩 手 大 学 】 復興 教育 の 講師 を 派遣 する 、「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 推 * 
3 情報 発信 

















活動 を より 効果 的 に 展開 し て いく た め 、 積 極 的 に 情報 発信 を 行う 。 
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! ① 会 員 団 体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 
! ② 機構 だ より 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向 け 情 報 提供 (随時 ) 
「⑧ 
「 ④ 








































































































機構 P に よる 、 一 般 向け の 情報 発信 
県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 







































































概要 ( 案 ) 
・H25 事業 実績 、H26 事業 計画 の 承認 
・ ク ロス トー ク 「 カ ー リ ング と 地域 づく り 」 
(苫米地 美智 子 選手 X 浪 岡 正行 県 カー リン グ 協 会 会 

















































































































〇 第 1 回 ラウ ンド J ° 新 メ ン バ ー 承 認 
時 : 7/4( 金 )16 : 00 て 17 : 15 ・ 共 同 代表 互選 
司会 : ( 岩 大 ) 八代 副 学 長 ・ デ ィ ス カッ ショ ン 「 国 体 ・ 大 会 と 希望 郷 い わ て 」 
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7/4( 金 )17 : 30~19 : 00 
TT ・ 県 民 運 動 又 は 部 会 活動 に 係る ディ スカ ッ シ ョ ン 

きま: 10 て 11 月 ・ 喫 緊 の 課題 (人 口 減少 問題 な ど ) に 係る ディ スカ ッ シ ョ ン 
: 県 庁 ( 仮 ) ・ 活 動 内 容 の 確認 、 修 整 、 追 加 等 











































































































・ 活動 内 容 の 確認 、 総 括 
・ 次 年 度 の 活動 に 向け た 提言 



























































いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 26 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 








役割 分 担 
= 謀 役割 分 







































































目指 す 姿 ( 最 終 目標 ) H26 年 度 機構 の 取組 目標 産 ご 県 
\ @ 開 催 周 知 @ 開 催 周 知 0 企画 立案 、 連 絡 調整 
201 6 希望 郷 し わ て 国体 総会 等 で の PR、 印 刷 物 等 へ | ポス ター 等 の 掲出 、 周 知 の た | の 動 の 総合 的 な 推進 と 展開 
・ 大 会 開催 に 係る 協力 画 県 内 外 各 居 へ の 開催 趣旨 等 の 掲載 、 ポスター 等 の 掲出 な ど | め の HP や アプ リ の 開発 支援 
画 H2S 「 県 民 総 参加 」 幅広 い 温 送 実行 委員 会 HP の リン ク 掲 載 Rh a 
。 @ 募 金 活動 へ の 
る 国体 ・ 大 会 の 画 募 金 1 億 円 の 確保 @ 募 金 、 企 業 協賛 へ の 協力 衣 全 殺 の 製作 や 街頭 英 金 など 
\ \ リー ン ア ッ 
県 民 一 人 ひと り が それ ぞ れ の 田 企 業 協賛 1.1 億 円 相当 の 確保 En 人 @ 花 いっ ぱい 、 クリ ー ン アッ プ 、 
立場 で 支え る 国体 等 へ の 参加 、 お も て な し の oo 動 へ の 参加 あい さ つ 、 観光 PR 等 の 県 民 運 
oo 寺 心 で 歓迎 、 復 興 支 援 へ の 感謝 時 欄 な 過重 に よる 時 動 へ の 参加 
Nee 加 の 国民 体育 大 会 ・ 機運 の 醸成 @ 関 連 グ ッ ズ 開 発 の 奨 大 @ イ メー ジ ソ ン グ - ダ ンス の 普 肥 
93 社員 等 に 対す る ポラ ンティア | 協力 
P 画 ボ ラン ティ ア 参 加 者 の 掘り 起 し の YY SC 8 
@ 学 生 等 に 対す る ボラ ンティア 
tt 2 上 、 開 了 RHHHHHHTPHHHRHRHRRRRHR 
a @ 強 化 選手 等 の 雇用 促進 mA @ 就 職 支 援 の 実施 
和 ー で 競技 EE I 2 ノ N だ を 
と で 、 選 手 強 化 を 側面 か ら 支 園 氷 の 向上 画 強 化 選 手 約 30 名 の 県 内 企業 人 @ 社 員 等 が 競技 に 取り 組む た め 0 面接 会 の 開催 、 企 業 等 へ の 
i ^- 競技 カカ の 向 等 へ の 就職 の サポ ー ト 体制 の 整備 @ 練 習 場所 等 の 提供 働き 掛け 、 選 手 へ の 情報 提供 
、 希望 
本 県 選手 の 活躍 に よる 県 民 へ 希望 郷 L 1 わ て 国体 画 競 技 力 の 向上 に 向け た 本 
の 勇気 と 活力 を 与え る きっ か 側面 支援 補助 金 の 交付 な ど 
け 作 り に 取り 組む is L1 わ て 大 会 @ 強 化 選手 等 の 雇用 促進 
meme 広 け よう 感動 。 伝え よう LE 
= = マー 日 oo 1 
| LC の 建設 実現 に 企画 立 索 、 連 略語 整 (県 ) | 広中 長期 的 な 展望 に 立ち 、 ] 
- @ 岩手 県 ILC 推 進 協 議会 に よる 検討 ( 産 ・ 学 ) es ーー 
同 け た 取組 田 建 設 実現 に 向け 国内 外 へ の a 産 ・ 学 株 県 ) |_ 今後 適切 な 役 ーー 家人 ? 揚 等 を 栓 計 。 | 
「 世 界 唯一 の 候補 地 」 の の の す 
認識 の 浸透 【 産 業 ・ 経 済 面 】 ・ 加 速 器 は じ め ILC 関 連 産業 の 産業 化 、 参 入 の 検討 
・ILC を 契機 と し た 地域 経済 活性 化 の 検討 
暗 2 画 ILC の 建設 実現 上 日 本 政府 の 請 和 表明 の 後 拓 し | [研究 者 等 の 愛 入 】・ 外 国人 を は じ め と し た 研究 者 の 受入 環境 整備 (住宅 、 観 光 、 商 業 施設 な どの 検 計 ) 
災 か ら の 復興 の 象徴 で あり 、 画 海 外 の 研究 者 と その 家族 等 の 受 ・ 外 国人 子弟 の 受入 に 向け た 教育 環境 の 検討 
多 文化 共生 社会 や 産業 の イノ 昌 
A 入 準 備 の 促進 【 国 内 外 に 対す る 
ベー ショ ン な ど 社 会 - 疑 済 の 履 ーー アピ ー ル 】 ・ 日 本 誘致 へ の 働き 掛け ( 国 等 に 対す る 要望 等 の 実施 ) 
革 の 象徴 に つなが る a ライ ター を さ ば ・ 海 外 に 向け た 情報 発信 
EMI 、 電 【 そ の 他 】 JJLC に 参画 貢献 する グロ ー バ ル な 人 材 の 育成 
・ 地 質 調査 や 設備 設計 な ど ILC 建 設 実現 に 向け た 取組 へ の 支援 
(要素 技術 の 分 析 と 参入 可能 性 調査) 
・ 必 要 と な る イン フラ 整備 の 検討 











いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 26 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 











県 民 運 動 


台湾 と の 
定期 便 の 就航 


4 月 か ら の 定期 チャ ー タ ー 便 
運航 を 契機 に 、 

当該 便 の 延長 、 さ ら に は 定期 
便 化 の 実現 に 向け て 取り 組む 





「 平泉 世界 遺産 の 日 」 
(6.29 ) に 関す る 取組 








平泉 の 文化 遺産 に つい て 国 
内 外 の 人 々 の 理解 を 深め 、 
将来 の 世代 に 継承 し て いく と と 
も に 平泉 世界 遺産 を 活用 し た 
地域 の 振興 に 取り 組む 



































































上 _ 昌 mm mn 役割 分 担 。 
H26 年 度 機構 の 取組 目標 産 学 県 
@ 周 知 @ 研 究 活動 に お ける 積極 的 な | @ 航 空 会 社 と の 連携 強化 
総会 等 で の PR、 印刷 物 等 へ 利用 勧奨 トッ プ セ ー ル ス 、 就 航 支 援 な ど 
掲載 な ど 
@ 留 学生 の 受入 、 台 湾 の 学校 と | @ ア ウト バウ ンド 需要 の 創出 
@ 経済 ミッ ショ ン 等 研修 等 で の の 交流 の 拡大 ・ 促 進 「 台 湾 へ の アウ トバ ウン ド 連 絡 
ie 積極 的 な 利用 会 」 に よる 取組 、 利 用 の 呼び 
画 経 済 ・ 文 化 等 の 画 春 季 定 期 チ ャ ー タ ー 便 の @ 学 生 、 教員 、 職員 に 対す る 利 掛け 、 利 用 者 に 対す る イン セ 
交流 の 促進 利用 者 1.350 名 確保 @⑥ JETRO な ど を 通じ た 台湾 と の 用 勧奨 ン テ ィ ブ の 付与 な ど 
Ns ビジ ネス 交流 の 発掘 ・ 育 成 休暇 取得 の 奨励 な ど 
本 回 の 就航 実現 @ 機 運 醸成 
画定 期 便 の 就航 @ 社 員 等 に 対す る 利用 勧奨 情報 発信 、PR な ど 
休暇 取得 の 奨励 な ど 
@ 職 員 に 対す る 利用 勧奨 
休暇 取得 の 奨励 な ど 
イベ ント ・ 講 座 等 の 開催 や 出 | @ 公 開講 座 等 の 開催 @「 平 泉 世界 遺産 の 日 」 制 定 記 念 
席 事業 の 展開 
@ 調 査 研究 の 実施 シン ポジ ウム 、 平 泉 県 民 講座 
@ 景観 形成 ・ 環 境 美化 保全 活 な ど 
重 @ 拡張 登録 に 向け た 取組 の 支 
援 ・ 協 力 @ 平 泉 文化 の 価値 、 理念 の 
田平 泉 文化 遺産 の 画 「 平 泉 世 界 遺 産 の 日 」 @ 観 光 容 へ の お も て な し Ps し LO 
理解 促進 を 契機 と し た 関連 事業 の 実施 
及び 参画 @ 平泉 を テー マ と し た 商品 開発 、 人 文化 財 の 保護 、 平泉 文化 の 
画 将 来世 代 へ の 継承 旅行 企画 研究 
8 ン バ ー プ レー ト 「 向け た 
一平 泉 文化 遺産 を LU 人 ao @ 拡張 登録 に 向け た 取組 の 実施 
8 ー 泉 」 ナ ン バ ー の 取得 促進 
活用 し た 地域 振興 る 国内 ・ 海 外 の 観光 容 の 誘致 
人 関係 機関 の 連絡 調整 と イベ ン 

















ト 等 の 情報 の 一 元 的 な 発信 





平成 26 年度 いわ て 未来 づく り 機構 
総会 資料 


部 会 実績 報告 及び 活動 計画 ( 案 ) 


産業 復興 作業 部 会 

医療 福祉 体制 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 

東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.7.4) 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長 : 藤代 博之 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要旨 

25 年 度 は 、 各 組 織 が 行 う 復 興 支援 事業 等 を 実施 する うえ で 明らか に な っ た 問題 点 
の 解決 策 を 議論 する と と も に 、 大 船渡 地域 の 企業 訪問 を 行い 、 現状 に お ける 問題 
要望 調査 等 を 行っ た 。 それぞれ の 場 で 行わ れ た 議論 は 、 各 組織 が 行 復興 支援 活動 
に フィ ー ド バッ ク す る 一 方 、 コ ー デ ィ ネ ー タ の 身分 保障 や 各種 支援 情報 、 公 募 情報 
の 活用 方 法 等 が 懸案 と し て 残っ た 。 

26 年 度 は 、 昨年 度 ま で の 活動 の ベー ス と し て きた 本 作業 部 会 の こ AH 
と 今後 の 課題 ( 別 添 ) を 踏ま え 、 最 も 肝要 と 思わ れる 「3) コー ディ ネー タ の 問題 
を 中 心 に 協議 を 行い 、 年 度 内 に 提言 を 取り まとめ て ラウ ンド テー Ie 
SE ES 

その 中 で 、 沿 岸 地域 で 活動 し て いる コー ディ ネー タ で 支援 機関 、 行 政 機 関 と 意見 
交換 を 行い 、 課 題 の 掘り 下げ を 行っ て いき た い 。 
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1. これ まで の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 








へ 【 第 25 回 】 平成 25 年 5 月 7 日 ( 火 ) 出席 者 数 : 19 名 
検討 内 容 : (1) 平成 24 年 度 の 活動 実績 及び 平成 25 年 度 の 活動 計画 
(2) これ まで の 活動 に 関す る 問題 点 と 今後 の 対応 
へ 【 第 26 回 】 平成 25 年 7 月 31 日 ( 水 )~ 8 月 1 日 ( 木 ) 出席 者 数 : 23 名 
検討 内 容 : (1) 気仙 地区 の も の づく り 企 業 の 現状 と 問題 
(②) 平成 25 年 度 の 活動 実績 及び 活動 計画 
(3) 作業 部 会 の これ まで の 問題 点 と 今後 の 対応 
の 【 第 27 回 】 平成 25 年 12 月 18 日 ( 水 ) 出席 者 数 : 12 名 
検討 内 容 : (1) 平成 25 年 度 の 活動 実績 及び 活動 計画 
(2) 作業 部 会 の これ まで の 問題 点 と 今後 の 対応 
















































































(26 年 度 〉 

平成 26 年 4 月 3 日 : 主査 を 務め る 岩手 大 学 の 学内 組織 体制 の 改編 に より 、 座 長 を 

の を 行っ た 。 (学内 関係 者 4 名 出席 ) 

⑦ 平 成 26 年 6 月 10 日 : INS コ ー デ ィ ネ ー ト 研究 会 (会 長 : 小山 康文 ( 公 財 ) い 
わ て 産業 振興 セン ター 事業 化 プ ロモ ー タ ー、 会 員 55 名 ) 幹事 会 の 会 合 に 
お いて 、 産 学 官 連 携 に お ける コー ディ ネー タ の 果たす 役割 、 課 題 等 に つい 
て 意見 交換 を 行い 、 課 題 を 共有 する と と も に 、 本 作業 部 会 が コー ディ ネー 
タ の 役割 に つい て 提言 を 取り まとめ る こと に つい て 理解 を 得 た 。 (幹事 会 
メン バー 7 名 及び 藤代 座長 の 計 8 名 出席 ) 
































































































































評価 (アウ トカ ム ) 










べき 支援 策 7 項目 を 引き 続き | つい て 、 本 作業 部 会 を 構成 する 各 組 織 が 実施 し 、 
推進 する 。 | 又は 実施 予定 の 事業 を 調査 し 、 い わ て 未来 づく り 
(2) 支援 活動 で 明らか に な っ た | 機構 の HP に 掲載 、 定 期 的 に 更新 し 情報 提供 し て 
問題 点 に 関し 、 解 決 策 を 議論 いる 。 



























































































































































まま 支援 策 1) 被 災 状 況 ・ 自 治 体 等 支援 内 容 、 今 後 の 要望 調査 
(3) 沿岸 地域 の 企業 訪問 を 行い 、| 2) 各 組織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支援 内 容 の HP 公開 
支援 内 容 に 関し 要望 調査 を 行 | 3) 復 尋 事 業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 支援 
5 | 4 補助 金 申請 支援 
| 5) 各地 域 の 自治 体 等 の 活動 支援 
6) 人 材 育成 支援 
7) 技術 開発 支援 














| (②) 支援 活動 で 明らか に な っ た 問題 点 は 、 本 作業 
| 部 会 で の 議論 を 踏ま え 、 適 宜 、 各 組織 の 支援 活動 
| へ フィ ー ド バッ ク き され て いる 。 

| (3) 7 月 に 大 船渡 市 で 開催 し た 本 作業 部 会 で は 、 
| 5 社 の 企業 を 訪問 調査 し 、 現 状 に お ける 問題 点 、 
| 要望 等 の 把握 に 努め る と と も に 、 適 宜 、 各 組織 の 
| 支援 活動 へ フィ ー ド バッ ク さ れ て いる 。 


















































| 3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
別 添 産業 復興 部 会 の これ まで の 間 題 点 と 今後 の 対応 の 7 項目 の うち 、3) の 
コー ディ ネー タ の 間 題 を 中 心 に 提言 と し て 取り まとめ る 。 
(2) 活動 計画 
コー ディ ネー タ の 間 題 に つい て 、 作 業 部 会 で の 議論 、INS コ ー デ ィ ネ ー ト 
研究 会 や 沿岸 地域 で 活動 し て いる コー ディ ネー タ 、 産 業 支援 機関 等 と 意見 交換 
を 通じ て 課題 を 明らか に する と と も に 、 有 る べき 方 策 に つい て 提言 と し て 取り 
まとめ る 。 そ の た め 、 次 の 活動 を 行う 。 
① INS コーディ ネー ト 研 究 会 と の 意見 交換 
② 被災 地域 で 活動 し て いる コー ディ ネー タ の 調査 ・ 分 析 
③ 産業 支援 機関 や 被災 企業 と の 意見 交換 
④ 提言 案 の 作成 







































































1 ) 


RY) 





産業 復興 作業 部 会 の これ まで の 間 題 点 と 今後 の 対応 


「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 問題 


・ い わ て 未来 づく り 機 構 と し て の 沿岸 被災 地域 に お ける も の づく り 産 業 復 興 に 対す る ビジ ョ 




















ン の 明確 化 





企業 の 問題 





・ 地 域 や 企業 間 に お ける 復旧 状況 の ば ら つ き . 例え ば , グル ー プ 補助 金 を 利用 し た グル ー プ 
































企業 間 の 復旧 進展 状況 の 相違 と 進展 が 遅れ て いる 企業 の 間 題 




















・ 受 注 が 減少 し 。 岩 災 前 の 状態 に 戻れ な い (経済 状態 の 低迷 と 安全 策 と し て の 部 品 ・ 製 品 調 








達 先 の 分 散 化 な ど に よる ) 








・ 新 た な 市 場 開 拓 が 必要 で ある , また , 新規 受注 の た め の 新 技術 の 開発 が 必要 で ある 


















































・ 新 規 人 材 の 採用 確保 が 難し い ( 末 就 職 者 が いる 状況 な の で , 働く 意欲 な どの メン タル 面 の 
問題 な ど に よる ) 
To ネー タ の 問題 


CO 


・ ネ ットワーク 構築 に よる 各 組 織 所 属 の ュー ディ ネー タ 間 の 情報 交換 ・ 連 携 の 必要 性 
・ コ ユー ディ ネー タ の 役割 が 不明 確 で あり , 多様 な 業務 を 行っ て いる . コー ディ ネー タ の 役割 






























































は , O 〇 企業 が 持つ 技術 的 な 課題 を 解決 する こと , 〇 企業 と 学 ・ 官 が 連携 する た め に 技術 的 
な 課題 を 明確 化し , 適切 な 学 ・ 官 と の マッ チン グ を 行う こと , と 考え られ , コー ディ ネー 
タ の 役割 を 明確 化す る 教育 の 必要 性 


























・ コ ー デ ィ ネ ー タ の 恒久 的 な 身分 保証 が 無い 状況 へ の 対応 





・ コーディネー タ の 活動 内 容 や 得意 分 野 な どの リス ト 作成 の 必要 性 


5) 








各 組 織 が 行う 復旧 ・ 復 興 支援 内 容 の HP 公開 




















・ 産 業 復 興 作業 部 会 の 各 組 織 が アク ショ ンプ ラン に 対し 行っ て きた 内 容 の 公開 
ジ の: 








組織 の 支援 活動 を いわ て 未来 づく り 機 構 と し て , 統一 的 に 公開 する 方 法 



































油 


興 事業 ・ 状 況 な ど に 関す る 情報 交換 の 場 の 設定 文 援 

















・ 沿 岸 地域 複数 市 町 村 で の 作業 部 会 の 開催 (今後 , 大 船渡 , 久慈 地域 を 予定 すべ き ? ? ?) 


6 ) 


























補助 金 申請 支援 


・ 補 助 金 等 獲得 後 の 支 援 フ ォ ロ ー ア ッ プ の 方 法 
・ 補 助 金 申請 は , 特定 の 企業 は 行っ て いる が , 産 官学 連携 の 経験 が 無く 申請 で き な い 企業 へ 


7 ) 















































の 対応 


人 材 育成 文 援 
・ 技 術士 会 や 復興 教育 作業 部 会 ( 旧 第 4 作業 部 会 ) と の 連携 事業 の 模索 




















いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 体制 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.7.4) 


テー マ : 医療 と 福祉 体制 の 整備 
一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支 援 型 コミ ュ ニ ティ づく り 
座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 
26 年 度 は 、(1) 25 年 度 末 に 立ち 上 げた 産 官学 協 働 体制 の 「 岩 手 県 に お け 
る IGT を 活用 し た 孤立 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 研究 会 」 で 検 
討 を 行い な が ら 、 
(2) 人 的 見 守り と ICT に よる 見 守り の 両面 の 体制 整備 を 、 フ ィ ー ル ド (3 
か 所 程度 ) で 進め 、 そ れ を も と に さら な る 政策 提言 を 行う 。 
その た め に 必要 な (3) 外部 資金 の 獲得 を 目指 し 、(4) 活動 成果 を 発表 する 。 








1. 平成 25 年度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 





















































4 月 18 日 、5 月 9 日 ・5 月 12 日 、7 月 19 日 、8 月 10 日 、9 月 27 上 且 、12 月 4 日 、1 月 
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② 出 席 者 : 小川 第 子 (岩手 県 立 大 学 教授 ) 、 長 谷川 高志 (岩手 県 立 大 学 客員 教授 ・ 岩 
手 医 科大 学 客員 教授 ・ 日 本 遠隔 医療 学会 理事 ) 、 鎌 田 弘 之 (盛岡 赤十字 病院 健 診 部 部 












































































































































































































































・ 日 本 遠隔 医療 学会 理事 ) 、 佐 々 木 一 裕 (盛岡 市 立 病院 神経 内 科 長 ・ 日 本 遠隔 医療 
学会 会 員 ) 
③ 検 討 内 容 
・ 和 釜石 市 鵜 住居 、 宮 古市 、 大 航 町 、 山 田町 等 に お ける 血圧 伝送 と 「 お げん き 発 信 」 連 
携 に よる 見 守り 実践 活動 の 進捗 状況 確認 
・ 医 療 ・ 福 祉 連携 に よる 見 守り の 効果 と 課題 検討 


























・ 今 後 の 政 策 的 取り 組み の 企画 検討 
④ 発 展 的 研究 会 の 立ち 上 げ 
2 月 27 日 に 、「 岩 手 県 に お ける ICT を 活用 し た 孤立 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ 
づく り 研 究 会 」 を 、 研 究 者 (10 名 ) 、 岩 手 県 (8 組織 ) 、 市 町 村 (2) 、 社 会 福祉 協議 
会 (3) 、 企 業 (2) で 立ち 上 げ 、 第 1 回 研究 会 を 開催 し た 。 
(2) 講演 ・ 報 告 等 
5 月 21 日 小川 晃子 岩手 県 議会 環境 福祉 委員 会 調査 で の 講話 「 被 災 地 に お ける ICT 
を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構築 」 
6 月 7 日 小川 晃子 いわ て TICT フェ ア 2013 セミ ナー 「 被 災 地 に お ける ICT を 活 
し た 医療 ・ 福 祉 連携 一 見 守り と コミ ュ ニ ティ 再 構築 」 
7 月 31 日 小川 晃子 組込み 産業 地域 交流 プラ ザ 2013in 岩手 宮城 「 み まもり 技術 
を 地域 包括 ケア に 活か す 」 
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9 月 21 日 小川 発 子 ・ 長 谷川 高志 ・ 鎌 田 弘 之 他 岩手 県 立 大 学 成果 発表 会 「『 見 守 
り 』 を 核 と する ICT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 策 の 検討 」 

10 月 18 日 長谷 川 高志 ・ 鎌 田 弘 之 ・ 小 川 発 子 ・ 鈴 木 売 二 日 本 遠隔 医療 学会 2013 
学術 大 会 見 守り 分 科 会 報告 分 科 会 報告 


































































































(3) 外部 資金 獲得 の た め の 企画 ・ 申 請 


復興 庁 が 応募 し た 
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築 」 を テー マ と し て 
重ね な が ら 、 別 の 外部 資金 
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「 新 し い 東 北 」 
祉 部 等 と 情報 交換 を し た 上 で 、 
1 請 し た が 、 


に 対 し 、 





採択 され な か っ た 。 その 後 、 
獲得 に 向け た 活動 を 継続 し て いる 。 
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RS 対し た 結果 を も と に 
「 見 守り を 核 と し た 医療 ・ 福祉 の 連携 構 
岩手 県 等 と 話し 合い を 

















(4) 記事 掲載 

6 月 6 日 DOGITAL GOVERNMENT (NTTDTA) 「 高齢 者 の 『 み まもり 』 に TICT を どう 活用 
する か 」 

2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
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上 3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
① 産 学 官 協 働 の 「 岩 手 県 に お ける ICT を 活用 し た 孤立 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ 
づく り 研 究 会 」 開催 (リー キン グ も 含め て 10 回 程度 ) 
② フ ィ ー ル ド で の アク ショ ン リ サー チ 
「 見 守り に 関す る 実態 調査 」 を 、 人 的 見 守り 体制 と ICT 活用 見 守り 体制 の 両面 で 実 
施す る 。 前 者 で は 、 コ ミュ ニテ ィ の 見 守り 者 で ある 町 内 会 役員 や 民生 児童 委員 、 被 
災 地 で 緊急 屋 用 され た 生活 支援 員 な ど を 対象 と し て 、 復 興 の た め の 人 材 育成 の 整備 
体制 の 検討 を 行う 。 後 者 で は 、 被災 地 に 復興 支援 と し て 導入 され た ICT 活用 に つい 
Se し 、 具 体 的 に つない で いく こと を 目指 し て 実態 調査 を 行う 。 
の 結果 を 踏ま え 、 見 守り 包括 シス テム の 構築 を 検討 し 、3 フィ ー ル ド で 実証 実 
験 を 行う 。 
③ 外 部 資金 の 確保 
「 新 し い 東北 」 (復興 庁 ・ 申 請 済み ) 、「 東 日 本 大 震 災 復興 加速 化 プ ロジ ェクト 」 
(岩手 県 立 大 学 地 域 政策 研究 セン ター・ 採 択 決 定 ) 、 及 び 「 帆 ドド コモ と の 共同 研究 」 
(契約 手続 き 中 ) の 確保 を 進め て いる 。 
④ 成 果報 告 ・ 普 及 
これ まで フィ ー ル ド で 検証 し て きた 医療 ・ 福 祉 連携 に よる 見 守り を 核 と し た 生活 支 
援 型 コミ ュ ニ ティ づく り の 有効 性 、 及 びそ の 関連 事項 に つい て 成果 報告 を し て いく 。 
(講演 ・ 報 告 等 3 回 以上 。 別 添 資料 5 参照 ) 


























































































































































































































































































































































































































































































































(2) 活動 計画 
取り 組み 項目 4~6 月 7 て 9 月 10~12 月 1 ~3 月 
① 産 学 官 協 働 の 研究 会 開 ワー キン ググ ルー プ も 含め て 全 10 回 程度 
催 
② フ ィ ー| 見 守り に 関 | 企画 ・ 準 備 | 実施 実施 実施 
ルド で の | する 実態 詩 集計 ・ 分 析 | 集計 ・ 分 析 
アク ショ | 人 査 
ン リ サー| 見 守り 包括 | モデ ル 検 討 | モデ ル 構 築 | 実証 実験 シス テム 構 
チ シス テム を 想 
構築 する 
③ 外 部 資金 確保 3 資金 申請 
④ 成 果報 告 ・ 普 及 ・ い わ て ICT | 県 立 大 学 成 | 日 本 福祉 介 | 日 本 遠隔 医 
フェ ア 果報 告 護 情報 学会 | 療 学会 
・ 日 本 老年 
行動 科学 会 




















いわ て 未来 づく り 機 構 か け 橋 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.7.4) 


テー マ : 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 





座長 : 高橋 徹 担当 機関 : 岩手 県 











平成 25 年 度 は 、 実施 体制 を 強化 する た め 企 画 提 案 で 選定 し た 公益 社団 法人 助け あ 
い ジ ャ パン に 業務 委託 し 、 盛 岡市 及び 沿岸 4 箇所 (久慈 市 、 宮 古市 、 釜 石 市 、 陸 前 
高田 市 ) に 新た に 活動 拠点 を 設置 する と と も に コー ディ ネー ター11 名 を 配置 し 、① 
復興 支援 の マッ チン グ 、 ② 復 興 関連 情報 の 発信 、 ③ 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 を 
行っ た 。 

首都 較 で の 交流 会 で は 、 社内 販売 会 や 社員 食堂 で の メニ ュー 化 な ど 県 産品 の 利用 
拡大 に つなが る 具体 的 な 復興 支援 マッ チン グ が 生ま れ て いる 。 

一 方 、 復興 支援 ニー ズ の 多様 化 に より 、 地域 課題 の 解決 に 結び つく ニー ズ を 的 確 
に 把握 する こと が 難し く な っ て き て いる こと や 、 一 部 の 企業 ・ 団 体 で は 復興 支援 の 
削減 や 中 止 の 動き が ある こと 、 マ ス メ デ ィ ア で の 復興 関連 情報 の 発信 量 減少 に より 
更に 復興 の 進み 具合 が 伝わり に くく な っ て き て いる こと 等 の 課題 が 顕在 化し て い 
る 。 

平成 26 年 度 は 、 こ れ ら の 課題 を 踏ま え 、 首都 圏 で の 企業 訪問 等 に より 支援 の 掘り 
起こ し を 図る と と も に 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を フル に 活用 し 情報 発信 及び 相談 体制 を 
強化 する 。 











1. 平成 25 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
平成 25 年 5 月 29 日 公募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 (旧作 業 部 会 ) 開催 (参加 者 : 6 名 ) 
か け 橋 プロ ジェ クト の 実績 報告 に つい て 
か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 に つい て 
作業 部 会 の 役割 に つい て 
回 か け 橋 作業 部 会 開催 (参加 者 : 7 名 ) 
※ 旧作 業 部 会 を 改組 
か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 に つい て 
か け 橋 事業 と 他 事業 と の 連携 に つい て 
b 民間 支援 の 活用 に つい て 
平成 25 年 11 月 26 日 アド バイ ザー 会 議 開催 (参加 者 : 4 名 ) 
※ 作業 部 会 メン バー を ア ドバイ ザー に 委嘱 
か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 に つい て 






























































平成 25 年 8 月 7 日 
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か け 橋 プロ ジェ クト の 今後 の 取組 に つい て 
県 外 か ら の 主 な 支援 提案 に つい て 
平成 25 年 12 月 18 日 第 2 回 か け 橋 作業 部 会 開催 (参加 者 : 6 名 ) 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 取組 に つい て 
か け 橋 プロ ジェ クト の 今後 の 取組 に つい て 
県 外 か ら の 主 な 支援 提案 に つい て 
産業 分 野 の コー ディ ー タ ー の 連携 に つい て 































































































2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


























































































































































































































































































































































































































社会 環境 等 の 変化 を 踏 3 実績 ・ 成 果 
ら 、 次 の 取組 を 進め た 。 (1) 復興 支援 の マッ チン グ 
盛岡 事務 所 及び 沿岸 サテ ライ ト (4 人 箇所 ) を 設置 
(1) 復興 支援 の マッ チン グ し て 、 沿 岸 地域 の 復興 支援 ニー ズ と 県 内 外 か ら の 復興 
地元 の 支援 ニー ズ や 県 内 外 か 支援 提案 を コー ディ ネー ト し 、 復 興 支 援 の マッ チン グ 
の 支援 提案 の 把握 及び マッ チン を 促進 。 
の 促進 マッ チン グ 着 手 250 件 
【 目 標 : 支援 箇所 数 300 人 箇所 】 マッ チン グ 完 了 165 件 
支援 入所 数 557 箇 所 
(2) 復興 関連 情報 の 発信 (2) 復興 関連 情報 の 発信 
県 内 外 か ら の 支援 実績 や 復興 サテ ライ ト で 収集 し た 沿岸 地域 の 現状 や 復興 の 進 
進捗 状況 、 支 援 団 体 等 の 活動 状 ? み 具 合 等 を ポー タル サイ ト や SNS (フェ イス ブッ 
筐 の 発信 ク 、 ツ イッ ター) 等 を 通じ て 県 内 外 に 情報 発信 。 
【 目 標 : 復興 トピ ックス 掲載 数 サイ ト 等 閲覧 数 185, 350 回 
900 件 】 復興 トピ ックス 掲載 数 381 件 
フェ イス ブッ ク 閲 覧 数 47, 159 回 
(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 ツイ ー ト 数 774 回 
県 内 外 の 団体 や 企業 と の 連携 1 (3) 復興 支援 ネッ トワーク の 強化 
制 の 構築 や 団体 間 の コー ディ ネ 沿岸 4 地域 で それ ぞ れ 交流 会 を 2 回 ( 計 8 回 ) 、 
ト 等 の 推進 自 都 圏 で 企業 向け の 交流 会 を 5 回 開催 し な が ら 、 復 興 
【 目 標 : 交流 会 開催 数 計 13 回 】 支援 の 円 滑 化 に 向け た ネッ トワ ー ク 形成 に 着手 。 
沿岸 地区 交流 会 8 回 
自 都 圏 交流 会 5 回 
交流 会 開催 数 計 13 回 
































課 題 

復興 支援 ニー ズ が 多様 化し て お り 、 地域 課題 の 解決 
に 結び つく ニー ズ を 的 確 に 把握 する こと が 難し く な 
っ て き て いる 。 

復興 関連 情報 の メデ ィ ア 発信 が 減少 し 、 更に 県 内 外 
に 対し て 復興 の 進み 具合 が 伝わり に くく な っ て き て 
いる 。 





































































































各地 域 で 復興 の 進み 具合 に 差 が ある た め 、 復 興 支 援 
ネッ トワ ー ク に 対す る 必要 性 も 異な り 、 ネ ットワーク 
化 が 難し い 地 域 が ある 。 

復興 支援 に 取り 組ん で いる 一 部 の 企業 で は 、 復興 支 
援 の 削減 や 中 止 の 動き が あり 、 復 興 支援 の 継続 を 訴え 
て いく 必要 が ある 。 
































3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 uu べべ 


平成 25 年 度 の 課題 を 踏ま え 、 首 都 圏 で の 企業 訪問 等 に より 支援 の 掘り 起こ し を 図る 
と と も に 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を フル に 活用 し 情報 発信 及び 相談 体制 を 強化 する 。 


(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

① 復興 支援 ニー ズ を 的 確 に 把握 する と と も に 交流 会 等 を 通じ て 支援 者 を 募り 、 被 災 地 で の マ 
ッ チ ング を 実現 。 
【 目 標 : 支援 箇所 数 300 人 箇所 】 
= 【 平 成 26 年 度 マ ッ チ ング 実績 (4 て 5 月 ) 】 




































































マッ チン グ 着 手 48 件 
マッ チン グ 完 了 14 件 
支援 箇所 数 30 箇 所 

















② 沿岸 地域 の 現状 や 復興 の 進み 具合 を 体系 的 に 情報 発信 。 
【 目 標 : 復興 トピ ックス テー マ 設 定 5 テー マ 以 上 、 掲 載 数 360 件 】 
= 【 平 成 26 年 度 閲 覧 実績 (4 て 5 月 ) 】 






























































サイ ト 等 閲覧 数 26, 909 回 
復興 トピ ックス テー マ 設 定数 ・ 掲 載 数 0 デミ 26 人 | 
フェ イス ブッ ク 閲 覧 数 4, 022 回 
ツイ ー ト 数 53 回 
③ 復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よう 県 内 外 で の ネッ トワ ー ク を 強化 。 

















【 目 標 : 交流 会 開催 数 沿岸 地区 8 回 、 首 都 園 4 回 、 計 12 回 】 
 【 平 成 26 年 度 交流 会 開催 実績 (4 て 6 月 ) 】 









































沿岸 地区 交流 人 1 回 
首都 圏 交 流 会 1 回 
交流 会 開催 数 計 2 回 























(2) 活動 計画 

① プロ ジェ クト の 進め 方 等 の 検討 ・ 助 言 の た め 、 作 業 部 会 及び ア ドバイ ザー 会 議 を 開催 。 

② コー ディ ネー ター を 活用 し 、 復 興 支援 の マッ チン グ や 復興 関連 の 情報 発信 、 復 興 支 援 ネッ 
トワ ー ク の 強化 を 継続 実施 。 

③ 首都 圏 で の 支援 の 掘り 起こ し の た め 、 情 報 発信 ・ 相 談 体制 を 強化 。 
・ 首都 圏 で 企業 訪問 等 を 行い 、 プ ロジ ェクト 及び 個別 案件 を 紹介 。 

情報 発信 及び 相談 ・ 調 整 を 行う スタ ッ フ を 事務 局 に 配置 。 






























































































































































いわ て 未来 づく り 機 構 


東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (26.7.4) 


テー マ : 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ と の 協 働 と 人 材 育成 道場 の 運営 





座長 : 佐藤 達哉 担当 機関 : 帆 岩 手 銀行 











報告 要旨 
平成 25 年 度 は 、6 月 13 日 に 本 作業 部 会 を 立ち 上 げ 、 釜 石 ・ 大 船渡 両市 に お いて 『 人 づく り 』 
を 目的 と し た 実践 型 人 材 育成 道場 を 開設 し 、2 つの プロ グラ ム を 実施 し まし た 。 

1 つ 目 は 次 代 を 担う 若手 経営 者 ・ 事 業 家 を 対象 と し た 「 未 来 創造 塾 」 で す 。 卒 塾 式 で は 22 名 
の 塾生 が 、 ト ー マ ツ を は じ め 専 門 家 に よる 学び や 個別 事業 メン タリ ング に よる 伴走 を 受け て 、 
半年 間 に 豆 り 磨 き 上 げ て きた 事業 構想 を 発表 し まし た 。 主催 団体 を は じ め 聴 講 者 か ら は 自社 の 
業 を 通じ て 地域 の 未来 を 拓 き た い 、 復 興 の 一 翼 を 担い と た いと する 郭 生 の 前 向き な 姿勢 や 成 
今後 の 行動 や 地域 へ の 波及 効果 を 期待 する 声 が 大 勢 で あり まし た 。 
具体 的 な 成果 は 今後 の 行動 に より 顕在 化し て くる と 思わ れ ま す が 、 卒 塾生 が リー ダー シッ プ 
を 発揮 し 、 地 域 も 一 体 と な っ て 後押し し 、 そ れ ぞ れ が 復興 の 担い 手 と し て 未来 を 切り 拓 こ うと 
いう 雰囲気 が 醸成 され まし た 。 卒 塾生 の 動向 を 一 部 ご 紹介 し ます と 、 陸 前 高田 で 独立 起業 し た 
方 が 6 月 に 大 型 店 舗 に 飲食 店 を 開業 し た ほか 、 大 船渡 で は 事業 拡大 に よる 新 旅館 が 7 月 に 開業 
を 予定 、 和 釜石 で は 3 月 に 盛岡 の 岩手 大 学 銀河 ホー ル で 開催 され た 『 岩 手 復興 塾 』 の 第 2 回 講師 
に 塾生 が 招 か れる な ど 、 目 に 見 える 形 で 徐々 に 成果 が 出 始め て お り ま す 。 

2 つ 目 は ビジ ネス ・ ソ ー シ ャ ル を 問わ ず 広 く 一 般 市 民 を 対象 と し た 「 未 来 創造 (公開 ) フォ 
ー ラ ム 」 で す 。 様 々 な 分 野 の 第 一 線 で 活躍 され て いる 講師 (第 1 回 は マッ キン ゼー・ ア ンド ・ 
カン パニ ー、 第 2 回 は 博報堂 ) の 貴重 な 話 に 、 遠 く は 田野 畑村 や 盛岡 市 な ど 、 多 く の 参 加 者 が 
耳 を 傾け 、 刺 激 を 受け まし た 。 

方 、 講 師 の 日 程 確保 が 難し く 、 後 半 の スケ ジュ ー ル が 確定 しない まま 塾 生 募集 を 余儀 な く 
され た こと 、 業 務 や 他 の 地域 活動 等 で や む を 得 な い 面 が あっ た と は いえ 、 各 セッ ショ ン に お け 
る 塾生 の 参加 状況 が 芳しく な か っ た こと 、 塾 生 集め が 困難 で ある と いっ た 課題 も 残り まし た 。 
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平成 26 年 度 は 、 平 成 25 年 度 の 成果 と 課題 、6 月 23 日 に 開催 し た 第 3 回 作業 部 会 で 出さ れ た 

意見 を 踏ま そえ 、 以 下 に 取り 組ん で まい り ま す 。 

(1) 人 材 育成 道場 「 未 来 創造 塾 」「 未 来 創造 フォ ー ラ ム (公開 ) 」 を 今年 度 も 継続 開催 する 
と と も に 、 の ① 地 域 を 牽引 する 若手 リー ダー の 育成 ・ 輩 出 、 ② 誤 生 同士 の 繋が り の 創出 、⑧ 
塾生 個々 の 事業 構想 書 の 完成 か ら 行 動 に 結び つけ る こと 、 こ れ ら を 更に 地域 一 体 と な っ て 

推進 ・ 応 援 し て いき ます 。 

(2) 第 1 期生 に 対し て 、 ヒ アリ ング ・ ア ン ケ ー ト 等 に よる 追跡 調査 を 実施 し 、 ニ ー ズ を 汎 み 

取り な が ら 、 必 要 に 応じ て 部 会 参画 機関 が 連携 し 、 行 動 支援 を 行っ て いき ます 。 

(3) 地域 に 実践 型 人 材 育 成道 場 の ノウ ハウ が 鞭 積 され る よう 、 経 済 同友 会 の 出向 者 だ け で は 

な く 、 多 く の 地 域 関係 者 が 運営 に 関わ る と と も に 、 成 果 や や 課題 を 検証 し PDCA を 回 し な が ら 、 

今後 の 展開 や 在り 方 を 模索 ・ 検 討 し て いき ます 。 
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1 . 平成 25 年 度 の 部 会 開催 実績 と 討議 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 
く 第 1 回 作業 部 会 > 
(1 ) 平成 25 年 6 月 13 日 ( 木 ) 15 時 て 16 時 半 
(2) 18 名 (参画 機関 9 名 、 オ ブザー バー6 名 、 事 務 局 3 名 ) 
(3) 検討 内 容 
① 作 業 部 会 の 立 上 げ 趣旨 お よび 部 会 の 位置 付け の 説明 
② 作 業 部 会 メン バー の 紹介 
③ 作 業 部 会 の 活動 内 容 の 説明 (東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 活動 お よび 本 部 会 の 役割 
て 塾生 の 紹介 、 協 力 機 関 へ の 折衝 支援 な どー 
④ 未 来 創造 塾 (若手 事業 家 向 け 人 材 育 成道 場 ) の カリ キュ ラム お よび 開講 に 向け た 活動 状 
況 の 説明 
(4) 成果 (アウ ト プ ッ ト ) 
① 上 記 項 目 に つい て 、 東 北 未 来 創 造 イ ニシ アテ ィ ブ が 展開 を 予定 し て いる 人 材 育成 道場 に 
対し て 理解 を 深め る と と も に 、 企 画 ・ 運 営 の 実務 を 担う 現場 (出向 者 ) の ニー ズ を 踏ま 
え 、 参 加 機 関 が ど の よう な 支援 が で きる か を 意見 交換 し た 。 
② 部 会 で は 、 出 向 者 か ら 道 場 運 営 に 対す る 課題 や 要望 を 吸い 上 げ 、 部 会 メン バー が それ に 
対し て フィ ー ド バッ ク を 行い な が ら 、 事 務 局 が 具体 的 な 支援 人 策 を 打ち 出し 、 よ り 多 く の 
リー ダー を 募 出 すべ く 、 人 材 育成 道場 を 運営 し て いく こと と し た 。 





























































































































































































































く 第 2 回 作業 部 会 > 
(1 ) 平成 25 年 10 月 30 日 ( 水 ) 13 時 半 て 15 時 
(2) 21 名 (参画 機関 10 名 、 オ ブザー バー8 名 、 
(3) 検討 内 容 
① 釜 石 大 船渡 人 材 育成 道場 「 未 来 創造 惑 (25 年 8 月 開講 )」 の 活動 報告 
② 人 材 育成 道場 4 つの プロ グラ ム の 検討 状況 説明 (公開 形式 の 未来 創造 フォ ー ラ ム 等 ) 
未来 創造 塾 の 第 1 期 卒 塾 生 に 対す る 支援 策 の 検討 
(4 ) 成果 (アウ ト プ ッ 
① 部 会 参画 機関 の 協力 に より 、 未 来 創造 塾 が 開催 地 の 釜 石 ・ 大 船渡 の 両市 に と ど ま ら ず 、 
近隣 地域 ( 際 前 高田 市 、 大 植 町 ) か ら も 塾生 を 集め て スタ ー ト で きた 。 
② 新 た に 実施 され る 未来 創造 フォ ー ラ ム に つい て 、 受 講 者 募集 に あたり 、 声 掛け 等 の 協力 
を メン バー 各 機 関 か ら 取 り 付 ける こと が で きた 。 
③ 卒 享 生 に 対す る 支援 策 に つい て 、 各 機 関 の 取 組 紹 介 、 起業 支援 コー ディ ネー ター の 活用 、 
セク ター 連携 で 事業 者 に 寄り 添う トー タル 支援 、 成 功 事例 の 共有 な ど 、 活 発 な 議論 が な 
され た 。 こ うし た 意見 を 踏ま そえ 、 事 業者 支援 策 も 検討 し て いく こと と し た 。 
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く 第 3 回 作業 部 会 > 
(1 ) 平成 26 年 6 月 23 日 (月 ) 13 時 半 ~15 時 
(2) 21 名 (参画 機関 14 名 、 オ ブザー バー5 名 、 
(3) 検討 内 容 

① ( 新 加 盟 、 異 動 ・ 交 代 に 伴う ) 作業 部 会 の 新 会 員 紹介 

② 平 成 25 年 度 の 活動 実績 報告 ( 卒 塾 式 と 第 1 期生 の その 後 の 動向 ) 
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③ 平 成 26 年 度 活動 計画 (年 間 ス ケ ジ ュ ー ル ) 

④ 第 2 期末 来 創 造 塾 開講 に 向け た 活動 状況 (開講 式 次 第 、 フ ォ ー ラ ム 概 要 、 塾 生 応募 状況 ) 

⑤ 意 見 交換 ( 各 会 員 組織 か ら み た 人 材 育成 道場 の 成果 、 評 価 、 課 題 等 ) 

(4 ) 成果 (アウ ト プ ッ ト ) 

① 実 践 型 人 材 育成 道場 「 未 来 創造 塾 」 は 、 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ の 衰 華 な 講師 陣 だ 
け で 成り 立つ も の で は な く 、 現 地 に いる 出向 者 の 親身 な 伴走 、 塾 生 同士 の 相互 触発 と 切 
礎 赤 磨 、 本 気 で 人 材 育成 に 取り 組む 地域 の 関与 が あっ て 成り 立つ も の で ある が 、 総 じ て 
計 は 素晴らし いも の で ある と 、 あ ら た め て 部 会 会 員 か ら 評 価 を いた だ いた こと 。 

② 一 方 、 塾 生 集 め 等 の 課題 も も る こと か ら 、 作 業 部 会 で 出さ れ た 意見 を 踏ま え 、 改 善 し て 
いく 必要 が ある こと を 共有 し た 。 体制 面 も さる こと な が ら と 意識 面 で も 本 格 的 に 作業 部 会 
が 活動 し て いく 下地 が 整っ て きた こと か ら 、 地 域 の 関係 団体 を 更に 塾 の 運営 に 巻き 込み 
人 材 育 成 の ノウ ハウ を 薔 積 す る と 共に 、 あ わせ て 卒 塾生 の 行動 支援 も 行い な が ら 、PDCA 
を 回 選 で いる てこ と と た 。 
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2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 















































(1 ) 25 年 上 期 (1) 25 年 
・ 実 践 型 人 材 育 成道 場 「 未 来 人 ・25 年 8 月 25 日 (日 ) 「 未 来 創 造 勤 」 開 講 式 を 実施 。 
造 塾 」 の 開設 と 運営 24 名 の 塾生 が 参加 し た ( 和 釜石 市 10 名 、 大 槍 町 2 
名 、 大 船渡 市 10 名 、 陸 前 高田 市 2 名 




















・9 月 15 日 (日) 数字 と 会 計 勉 強 会 (日 本 政策 投資 銀 
行 ) 、9 月 21 日 ( 土 )・22 日 (日 ) リ ー ダ ー シ ッ プ の 
セッ ショ ン (ISL) を 実施 し た 。 





































































































(2) 25 年 下期 (2) 25 年 下期 
「 公 開 フ ォ ー ラ ム 」 の 開催 ・11 月 9 日 ( 土 )・10 日 (日) 戦略 (マッ キン ゼー・ ア 
の ポン コーデ チチ? ンド ・ カ ン パ ニー) 、12 月 7 日 ( 士 )・8 日 (日 ) マ 
グ 」 の 開催 ー ケ ティ ング (博報堂 ) の セッ ショ ン を 実施 し た 。 
「 自 立 ・ 起 業 塾 」 の 開催 ・ 上 記 で 学び を 取り 入れ 、 ト ー マ ツ に よる 個別 遠隔 
メン タリ ング 、 出 向 者 伴走 に より 塾生 の 事業 構想 








書 を 磨き あげ 、 完 成 さ せ た 。 
・26 年 3 月 1 日 ( 土 ) 釜 石 市 、3 月 2 日 (日 ) 大 船渡 市 
で 卒 塾 式 (事業 構想 プレ ゼン ) を 開催 し 、22 名 の 
詩 生 が 卒 塾 も し た 2 
・11 月 釜石 、12 月 大 船渡 で 「 公 開 フ ォ ー ラ ム 」 を 実 
施 。 各 会 と も 総勢 100 名 超 の 聴講 者 ・ マ スコ ミ で 
盛会 理 に 終了 し た 。 
・「 エ ク ゼ クティ ブ ・ コ ー チ ング 」 は 26 年 3 月 開催 
に 向け て 検討 し た が 、 実 施 で き な か っ た 。 

「 自 立 起業 塾 」 は 実施 せ ず (起業 家 向 け は 未来 創 
造 塾 で 対応 ) 、 NPO 等 の ソー シャ ルル 分野 を 対象 と し 
た 東北 未来 創造 誤 を 仙台 で 開催 し た (1 泊 2 日 ) 。 
3 

























































































































































































】 
事業 繁忙 に より 塾生 の 参加 状況 が 芳しく な か っ た こと 
(補講 対応 する も 、 時 間 確 保 と 質 の 担保 が 難し い ) 
| b. 人 材 発掘 が 難し いこ と (日 程 、 意 識 、 地 域 の 関与 等 ) 
































3. 検 対内 容 (問題 意識 等 ) 
(1 ) 地域 を 牽引 する 若手 リー ダー を 育成 ・ 輩 出し 、 繋 が りや 協 働 す る 基盤 を 創出 で きた こと 
が 成果 で ある 一 方 、 構 想 を 行動 に 移し 事業 拡大 や 新規 事業 を 通じ て 地域 の 経済 活性 化 や 雇 
用 増 な ど 目 に 見 える 形 で 成果 が 生ま れ て くる の は 、 相 応 の 時 間 が か か る こと で あり 、 追 踊 
調査 が 必要 で ある 。 な お 、 塾 生 が 主体 (幹事 ) で 0B 会 を 結成 し 、 お 互い の 活動 進捗 を 確認 
し 刺激 し 合う 場 を 持つ 予定 で ある 。 ま た 支援 する 側 と し て も 、 単 発 で な く ト ー タ ル で 寄り 
添う な ど 、 塾 生 の 意見 や 要望 も 中 ま を て 、 そ の 在り 方 を 検討 する 必要 が ある 。 
(2) 第 1 期生 や 誤 関 係 者 の 情報 発信 や 報道 等 に より 、 人 材 育 成道 場 の 存在 は 地域 に 認知 され 
て いる も の の 、 復 興 の 本 格 化 と 相 公 っ て 誤 生 対象 と な り 得 る 若手 経営 者 は 繁忙 な 状況 に あ 
る ほか 、 事業 構想 書 作 成 や プレ ゼン の ハー ドル が 高く 大 変 だ と いっ た イメ ー ジ 定着 に 伴う 
敬遠 等 に より 、 塾 生 募 集 が 困難 を 極め た 。 そ う し た 結果 、 第 2 期末 来 創造 塾 は 答 石 ・ 大 構 
地区 で 定員 割れ の 状況 と な っ た 。 し た が っ て 、 企 業 や 人 材 の 数 も 限ら ちら れ て いる 中 、 地 域 毎 
に 誤 生 を 多数 募る 現行 スキ ー ム で の 未来 創造 李 の 継続 が 妥当 な の か 、 東 北 未 来 創造 イニ シ 
アテ ィ ブ と 情報 共有 する 中 で 、 次 回 以降 の 実施 方 法 を 検討 する 必要 が ある 。 
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4. 今後 の 活動 計画 
( 1 ) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
て 人 材 育 成 に 取組 み 、 よ り 多 く の 地 域 の 若手 リー ダー を 養成 ・ 医 出す る て 
① 人 材 育 成道 場 の 継続 開催 
・ 第 2 期 「 未 来 創造 塾 」 開講 (平成 26 年 7 月 5 日 ) 
・ 第 3 回 「 未 来 創造 フォ ー ラ ム 」 開催 (同上) 
・ 第 4 回 以降 「 未 来 創造 フォ ー ラ ム 」 
※ 全 国 か ら 様 々 な 分 野 の 第 一 線 で 活躍 され て いる 著名 な 方 を 招 聴 し 公開 形式 で 開催 
② 未 来 創造 塾 の 第 1 期生 に 対す る 行動 支援 
部 会 参画 機関 お よび いわ て 未来 づく り 機 構 の 構成 57 機関 が 連携 し 、 必 要 に 応じ て 得意 
分 野 で 支援 し な が ら 、 下 記 の 取組 み を 推進 する 。 
a. 販路 拡大 支援 (ビジ ネス マッ チン グ ) 、 専 門 家 紹 介 (派遣 ) 、 フ ァ イ ナ ンス 支援 、 補 
助 金 制度 紹介 、 課 題 解決 支援 (ソリ ュー ショ ン ) 、 事 業 承継 、 M&A 支援 、 いわ て 新 
事業 創造 プラ ッ ト フ ォ ー ム 形 成 協議 会 等 の 様々 な 取組 み の 紹介 、 起業 ・ 創 業 支 援 、 等 
b. 単発 の 支援 で は な く 始 めか ら 最 後 ま で トー タル で 寄 添 う 形 で 支援 する 在り ア の 検 計 . 
地域 主催 者 と し て 、25 年 度 よ り も 道場 運営 に 積極 的 に 関わ る 人 と 機会 を 増やす 。 
SHIN 
を 蓄積 させ る に は 、 経済 同友 会 出向 者 だ け で は な く 、 多 く の 地 域 関係 者 が 関わ る 必要 が 
ある 。 
・ 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 終 了 後 も 、 人 材 育成 が 地域 で 継続 され る よう 、 成 果 や 課題 
を 検証 ・ 議 論 し な が ら 、 今 後 の 展開 や 在り 方 を 模索 ・ 検 討 し て いく 
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(2) 活動 計画 
・ 平 成 26 年 7 月 5 日 ( 土 ) 











2 期 「 未 来 創造 聖 」 開 講 式 ※12 月 まで 半年 間 の プロ グラ ム 























避 「 未 来 創造 フォ ー ラ ム 」 開 催 
アイ リス オー ヤマ 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 大 山健 太郎 氏 
『 ユ ー ザ ー イ ン 開 発 の イノ ベー ショ ン 』 


















































・ 平 成 26 年 7 月 15 日 ( 火 ) 第 2 回 「 東 北 未来 創造 会 議 (東京 ) 」 開 催 
第 4 回 「 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 」 
※ 第 2 期 未 来 創造 塾 の 進捗 状況 、 第 1 期生 の 追跡 調査 ・ 行 動 支 援 の 報告 





・ 平 成 26 年 9 て 10 月 






























































・ 平成 26 年 12 月 第 2 期 「 未 来 創造 塾 」 卒 塾 式 
E 2 月 第 5 回 「 東 北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 」 
※ 第 2 期 未 来 創造 事 の 成果 と 課題 の 検証 、 今 後 の 展開 ・ 在 り 方 の 検討 
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※「 未 来 創造 フォ ー ラ ム 」 は 平成 26 年 度 中 に 複数 回 を 開催 予定 
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いわ て 未来 づく り 機 構 
復興 教育 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 (26.7.4) 


ー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 
座長 : 岩手 大 学 教授 栗林 徹 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要旨 

平成 2 5 年 度 総会 で 設置 が 承認 され た 本 作業 部 会 は 、 活 動 の 目的 や 対象 を 確認 し 、 
活動 計画 を 定め まし た 。 活動 計画 に 基づき 、 第 一 弾 と し て 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事 
業 を 平成 2 6 年 度 か ら 本 格 始動 する た め 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー 所 属 機関 及び 
機構 会 員 の 高等 教育 機関 に 対し て 本 事業 へ の 参画 及び 提供 可能 な 講演 ・ 授 業 (学習 
プロ グラ ム ) の 情報 提供 を 依頼 し まし と ころ 、6 つ の 企業 等 か ら 参画 の 了承 を 得 ま 
し た 。 ま た 、 参 画 機関 の 拡大 に 向け て 、 併 せ て 取り 組み を 進め て 行き ます 。 

平成 2 6 年 度 は 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 開始 し 、 ま ず は 、 岩 手 県 教育 委員 会 
協力 の も と 校長 会 等 を 通じ て 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 を 県 内 の 小 ・ 中 学校 、 高 校 に 
周知 し 、 1 0 校 程度 で の 実施 を 目標 に 本 事業 を 展開 し ます 。 ま た 、 各 校 の 「 い わ て 
の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 取り 組み を 広く 県 民 に 知っ て いた だ く 機 会 と し て 「『 い 
わ て の 復興 教育 』 ブ プログ ラム 交 流 会 (仮称 ) 」 の 開催 を 検討 し 、 さ ら に 提供 可能 な 
学習 プロ グラ ム の 充実 を 図り ます 。 








1. 活動 (開催 ) 実績 等 (前 回 26.3.17 RT 以降 の 活動 実績 ) 





























平成 26 年 4 月 9 日 | 教育 事務 所 長 会 議 に お いて 周知 
平成 26 年 4 月 17 日 | 県 立 学校 長 会 議 に お いて 周知 
平成 26 年 4 月 18 日 | 指導 主事 会 議 に お いて 周知 
平成 26 年 4 月 18 日 小学 校長 会 議 に に お いて 周知 
平成 26 年 4 月 25 日 | 中 学校 長 会 議 に お いて 周知 
平成 26 年 6 月 2 日 | 新聞 記事 掲載 (岩手 日 報 ) 
平成 26 年 6 月 9 日 | 第 4 回 部 会 開催 


部 会 員 10 名 、 事 務 局 6 名 、 わ "ザー パー3 名 
「 平 成 26 年 度 活動 計画 に つい て 検討 」 











2. 平成 25 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


















具体 の 活 
































作業 部 人 の 具体 的 友 活 年 回 作業 部 会 で 活動 


上 才 育 和 員 全 が 推進 する 「 い わ | 動 叶 両 を 以下 の と ねり 定め た 。 





的 ・ 方 針 を 確認 し 、 

























































































































































































て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 支援 と | ① 機 構 会 員 機関 の 専門 家 を 学校 に 講師 と し て 無償 で 派 

し た うえ で 活動 計画 を 決定 し 、 ス タ | 遣 ( 「 い わ て の 師 」 派 中 事業 ) 

ー ト で きる 計画 か ら 実 行 す る 。 | ②「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 
| の 開催 











パイ ロット 事業 の 実施 (当面 は 事業 計画 ) 
活動 の 順序 とし て は 、 ま ず ① に 着手 し 、 事 業 の 認知 度 
3 高まっ た と ころ で ②、③③ と 事業 拡大 する こと と し た 。 

第 2 回 作業 部 会 で は 、 活 動 計 画 ① に 係る 実施 要項 等 を 
E め た 。 講師 リス ト に は 、 会 員 機 関 等 が 提供 可能 な 講演 
教育 プロ グラ ム を 記載 し 、 各 校 が それ を 見 て 、 自 校 の 
復興 教育 に 合っ た 内 容 ・ 機 関 等 を 選び 、 事 務 局 が 調整 の 
、 実 施す る こと と し た 。 リス ト 作 成 の た め 、 ラ ウン ド 
ー ブ ル メン バー 所 属 機関 及び 高等 教育 機関 ( 計 9 機関 ) 
こ 参 画 依頼 を 行い 、 現 在 、6 機関 か ら 回 答 を 得 た 。 現 在 、 
答 に 基づき リス ト 案 作成 に 着手 し て いる 。 
各 学 校 へ の 周知 方 法 に つい て は 、12 月 9 日 に 岩手 県 教 
委員 会 所 属 の 作業 部 会 メン バー と 検討 を 行い 、4 て 5 月 
了 わ れる 地区 の 校長 会 等 で 本 事業 を 紹介 し た 後 、 岩 手 
教育 委員 会 を 通じ て 各 校 に 実施 要項 及び リス ト の 配布 
了 う こと と し 、 実 質 的 な 活動 は 平成 26 年 度 か ら と な 







































































































































































































































































































































































































































































3. 平成 26 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
「 い わ て の 師匠 」 事 業 に よる 県 内 小 中 学 校 、 高 校 へ の 講師 派遣 授業 提供 を 開始 し 、10 


校 程 度 で 実施 する こと を 目指 す 。 


(2) 活動 計画 

第 1 四半 期 で 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 周知 活動 を 行い 、 順 次 、 各 校 の 依頼 に 基 づ 
き 講 師 派遣 ・ ブ ログ ラム 提供 を 行う 。 

進行 状況 を 見 な が ら 、「 オ ー ル 岩手 」 の 取り 組み と な る よう 全 機 構 会 員 に 参画 を 依頼 
し 、 よ り 多 様 な 講師 ・ 教 育 ブ プロ グラ ム 提 供 を 可能 に する こと を 目指 す 。 

また 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 共同 で 、 各 校 の 取り 組み を 広く 県 民 に 周知 する 場 と し て 、 
「『 い わ て の 復興 教育 』 ブ プロ グラ ム 交 流 会 (仮称 ) 」 の 開催 を 検討 し 、 関 係 機関 と 協議 
する 。 


(3 


ペン 


活動 実績 (4 月 ~6 月 ) 

平成 26 年 6 月 12 日 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 第 1 回目 の 講演 を 実施 。 
岩手 大 学 工学 部 岩渕 明 教 授 が 、 岩 手 県 産業 教育 振興 会 総会 に お いて 、 岩 手 県 内 企業 
及び 実業 系 高校 関係 者 ら を 対象 に 講演 を 行っ た 。 








